
LS四国のご紹介

ひと言で言うと、

四国でローカルSDGs（地域循環共生圏）に資する取組を生み出し、
創造していくプラットフォーム！！
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会員情報：団体会員129団体、個人会員４名（2022年11月11日時点）

※自治体、企業、金融機関、NPO等団体、教育機関などが入会されています。

協力機関：15機関（国の省庁、四国の国立大学など） アドバイザー：3名



LS四国の入会（会員登録）をお願いします!
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会員になると（以下、一例を示す）

●情報収集・共有・発信ができます！
・国などの補助金の情報がタイムリーに届きます。

・SDGs・地方創生等の取組の情報が知れます。

・自団体のSDGs・地方創生等の取組を発信できます。

●マッチング・仲間作りができます！
・分科会活動で一緒に取り組む仲間ができます。

・課題解決、取組促進に当たってのシーズを持った方との

出会いの場を提供します。

●会費は無料です。
※会員になっていただいた後の負担はございません。

会員登録はこちらから！！
以下のリンクもしくはQRコードの

「入会申込書」に必要事項を記載の上、
LS四国事務局 info@ls459.netまでご提出ください。
https://ls459.net/?page_id=51

mailto:info@ls459.net
https://ls459.net/?page_id=51


◆四国ESDチーム
事務局：四国ESDセンター

➢ 教育を基軸とした取組内容の検討
➢ ESD拠点ネットワークとの協働

◆地域エネルギー
事務局：株式会社 平野

➢ 四国の資源を活用した再エネの導入
➢ 健康で心豊かな暮らしの実現の事業化

【重点三分野】
・乃万地区再エネプロジェクト
今治市乃万地区に営農型発電の実践事例を作る。

・四国版LED‘S（PPAモデル）の普及
合同会社青い国REが始動。

・市民への啓蒙活動、バックアップ

◆多文化共生型の減災社会づくり
事務局：NPO法人えひめグローバルネットワーク

➢ 平時からの自助・共助推進ネットワークづくり
➢ 在住外国人向け防災・減災教育教材づくり

• 四国内外の減災や多文化共生の方法を学ぶ
• 在住外国人を含む災害弱者支援や地域の防災・減災能
力の向上を目指した教材づくり

• 四国内関係主体との連携による多文化共生・減災支援
ネットワーク（SVOAD）づくり
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LS四国の分科会
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◆SDGs事業促進検討分科会
事務局：株式会社愛媛銀行

• 地元地域金融機関が協働し、定量的な評価基準の考
え方を整理し、どの金融機関も同じ目線でSDGsへの
取組みを評価できるスキームを検討。

• 愛媛銀行、伊予銀行、三井住友信託銀行松山支店が
分科会メンバー

◆南海トラフ地震香川液状化対策コンソーシアム
事務局：株式会社face 

• 過去の液状化の被害・メカニズムを認識し、取組を実施
• 液状化による被害の可能性の調査・判定方法を検討等
• これらの方策等実施のための体制づくり及び人材育成を
実施


